
（単位：％）

Ｈ１３ (調査対象業種の計) 100.0 32.6 3.9 13.7 20.4 5.4 － 1.5 5.0 2.0 2.3 3.4 67.4

Ｈ１８ (調査対象業種の計) 100.0 29.7 2.4 10.8 15.6 3.9 1.1 1.0 5.1 3.4 2.0 5.1 70.3
鉱業 100.0 75.2 - 68.9 3.1 2.8 - 0.7 9.4 10.6 - - 24.8
建設業 100.0 26.3 0.4 8.4 6.3 1.2 3.3 0.5 5.2 9.0 2.3 9.1 73.7
　総合工事業 100.0 24.5 - 5.1 4.3 0.2 4.7 0.2 4.9 10.8 1.8 8.3 75.5
　職別工事業 100.0 29.1 - 9.5 11.3 0.5 1.2 0.2 6.0 4.5 4.0 6.7 70.9
　設備工事業 100.0 27.9 1.6 13.9 6.5 3.4 2.0 1.2 5.2 8.7 1.9 12.3 72.1
製造業 100.0 37.5 4.5 15.4 23.7 6.7 0.1 1.6 6.8 1.5 2.5 3.1 62.5
　食料品製造業等 100.0 7.7 - 0.4 2.0 3.6 0.0 0.2 0.9 0.0 0.4 2.6 92.3
　繊維工業 100.0 25.5 0.2 0.4 17.0 9.4 - 0.3 7.6 - 0.1 0.2 74.5
　衣服・その他の繊維製品製造業 100.0 5.1 - 0.1 5.0 0.2 - - 0.1 - 0.0 - 94.9
　木材・木製品製造業（家具を除く） 100.0 39.4 1.5 4.7 20.5 1.7 - 0.3 19.1 3.7 0.5 2.5 60.6
　家具・装備品製造業 100.0 55.0 0.4 6.9 45.6 1.6 - 0.3 6.4 0.2 2.8 2.7 45.0
　パルプ・紙・紙加工品製造業 100.0 23.1 0.1 2.8 14.8 2.8 0.0 2.5 6.4 0.0 0.2 2.0 76.9
　印刷・同関連業 100.0 33.0 - - 31.3 0.8 - - 2.4 - 0.3 3.4 67.0
　化学工業 100.0 68.2 2.7 14.5 56.8 38.0 0.1 7.2 7.2 - 1.9 8.1 31.8
　石油製品・石炭製品製造業 100.0 67.4 0.8 26.8 48.9 19.5 1.9 7.0 5.9 1.5 0.5 11.5 32.6
　プラスチック製品製造業（別掲を除く） 100.0 37.5 5.3 10.1 29.2 3.6 0.3 1.1 5.5 1.6 0.9 2.7 62.5
　ゴム製品製造業 100.0 51.7 1.5 22.7 42.3 8.2 0.1 2.8 3.6 0.2 1.7 4.2 48.3
　なめし革・同製品・毛皮製造業 100.0 27.8 0.2 1.2 26.4 1.5 - - - - - 1.4 72.2
　窯業・土石製品製造業 100.0 52.1 2.9 40.3 9.9 6.1 - 1.5 12.6 3.5 2.6 2.4 47.9
　鉄鋼業 100.0 70.3 1.1 51.4 26.5 15.3 0.8 4.8 28.9 10.5 8.4 10.4 29.7
　非鉄金属製造業 100.0 61.6 13.9 41.8 26.9 15.2 0.2 8.2 13.2 5.9 4.7 4.4 38.4
　金属製品製造業 100.0 51.3 1.9 28.4 27.7 10.6 0.0 0.3 8.4 2.2 5.9 4.9 48.7
　一般機械器具製造業 100.0 40.4 3.4 26.9 27.8 3.9 - 2.0 8.3 1.4 5.4 3.6 59.6
　電気機械器具製造業 100.0 46.8 18.4 14.9 34.4 5.5 0.1 3.2 5.1 0.8 2.4 1.9 53.2
　情報通信機械器具製造業 100.0 49.8 28.0 10.6 34.6 4.9 - 2.7 2.8 0.3 1.9 0.8 50.2
　電子部品・デバイス製造業 100.0 52.5 25.3 7.3 39.8 12.9 - 3.3 3.3 0.4 0.8 1.9 47.5
　輸送用機械器具製造業 100.0 49.0 3.7 31.7 26.0 7.3 - 2.2 17.4 5.0 5.7 4.1 51.0
　精密機械器具製造業 100.0 44.4 12.8 15.1 33.9 10.0 - 1.6 2.2 0.2 1.2 1.0 55.6
　その他の製造業 100.0 31.3 2.5 10.4 25.6 2.9 - 0.2 4.7 0.7 1.8 1.0 68.7
運輸業（道路貨物運送業に限る） 100.0 11.4 0.0 2.6 4.7 0.8 0.0 0.2 0.2 0.1 0.0 5.2 88.6
サービス業（下記に掲げる区分に限る） 100.0 21.8 0.4 3.4 14.9 1.8 1.3 0.9 3.0 2.0 1.4 4.0 78.2
　洗濯・理容・美容・浴場業 100.0 17.3 - - 12.4 2.7 - - 0.2 0.0 - 2.1 82.7
　廃棄物処理業 100.0 17.2 0.5 2.3 2.7 2.0 5.0 0.5 3.3 1.4 1.2 6.0 82.8
　自動車整備業 100.0 54.0 1.5 12.1 48.1 0.2 3.2 - 9.5 3.6 5.1 6.1 46.0
　機械等修理業（別掲を除く） 100.0 23.3 1.2 4.9 15.7 2.4 0.5 6.5 0.7 2.0 1.5 6.4 76.7
　物品賃貸業 100.0 11.4 - 4.3 6.4 0.3 - - 6.0 5.5 1.9 3.2 88.6

母性保護の対象になっている危険有害業務、特に有機溶剤業務を有する事業所は、幅広い産業に存在している。

有害業務
無鉛業務

粉じん作
業

有機溶剤
業務

特定化学
物質を製
造し又は
取り扱う
業務

石綿を製
造し又は
取り扱う

業務

重量物を
取り扱う
業務

放射線業
務

強烈な騒
音を発す
る場所に
おける業
務

振動工具
による身
体に著し
い振動を
与える業
務

紫外線、
赤外線に
さらされ
る業務

資料出所：「労働環境調査（注）」（平成13年、18年 厚生労働省）
注 ： 鉱業、建設業、製造業、運輸業（道路貨物運送業）及びサービス業（洗濯・理容・美容・浴場業、廃棄物処理業、自動車整備業、機械等修理業、物品賃貸業）を対象にした調査。

有害業務の種類別事業所割合（産業別）

事業所
計

有害業務
有

有　　害　　 業　　務　　の　　種　　類　　（　複　数　回　答　）
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有害業務の種類別　従事労働者の割合（男女別）
（合計） （単位：％）

鉛を取り
扱う場所
での業務

粉じんが
発生する
場所での
作業

有機溶剤
を取り扱
う場所で
の業務

特定化学
物質を製
造し又は
取り扱う
場所での
業務

石綿を製
造し又は
取り扱う
場所での
業務

放射線に
さらされ
る場所で
の業務

強烈な騒
音を発す
る場所で
の業務

振動工具
による身
体に著し
い振動を
与える業
務

紫外線、
赤外線に
さらされ
る業務

重量物を
取り扱う
業務

総計 100.0 39.0 3.1 16.0 18.1 1.6 10.1 4.3 2.7 16.3 61.0

男性 100.0 46.4 3.1 21.0 21.4 2.0 12.1 5.5 3.7 20.9 53.6

女性 100.0 19.7 3.2 3.1 9.6 0.6 5.0 1.0 0.3 4.2 80.3

総計 100.0 29.6 3.4 13.9 15.0 4.7 0.9 1.3 7.3 2.9 3.7 10.6 70.4

男性 100.0 36.6 3.8 18.3 18.3 6.2 1.1 1.6 9.3 3.8 4.6 14.0 63.4

女性 100.0 11.9 2.5 2.7 6.4 0.9 0.3 0.4 2.3 0.6 1.2 1.9 88.1

左記有害
業務に従
事してい

ない

有害業務に従事している労働者の割合は、平成13年と18年を比較すると男女とも全体的に減少している。

H18

H13

右記有
害業務
に従事
してい

る

労働者
計

5.8

7.7

0.9

区分

有　　害　　業　　務　　の　　種　　類　　（　複　　数　　回　　答　）

資料出所　：　「労働環境調査
（注）

」（厚生労働省）
注 ： 鉱業、建設業、製造業、運輸業（道路貨物運送業）及びサービス業（洗濯・理容・美容・浴場業、廃棄物処理業、自動車整備業、機械等修理業、物品賃貸業）を対象にした調

査。

資
料

５
－

２



女性の勤
続年数が
平均的に
短い

家庭責任
を考慮す
る必要が
ある

一般的に
女性は職
業意識が
低い

顧客や取
引先を含
め社会一
般の理解
が不十分
である

中間管理
職の男性
や同僚の
男性の認
識、理解
が不十分
である

時間外労
働、深夜
労働をさ
せにくい

女性のた
めの就業
環境の整
備にコス
トがかか
る

重量物の
取扱いや
危険有害
業務につ
いて、法
制上の制
約がある

ポジティ
ブ・アク
ションの
概念がわ
かりにく
い

その他

H15年 100.0 - 43.4 48.7 20.8 10.9 10.0 35.5 4.1 14.1 2.4 5.2 16.4

H18年 100.0 - 42.5 47.7 15.6 10.0 9.5 35.8 4.5 12.9 11.3 5.6 15.5

H21年 100.0 84.7 36.1 50.4 14.3 9.0 8.9 33.3 4.3 12.0 10.5 8.5 15.3
鉱業，採石業，砂利採取
業

100.0 74.3 14.9 36.5 13.9 4.8 9.7 24.2 6.8 14.9 12.7 9.2 25.7

建設業 100.0 85.6 31.7 50.1 13.5 8.8 7.7 36.8 4.3 17.8 6.2 9.2 14.4
製造業 100.0 85.6 30.1 53.4 17.1 3.8 4.6 35.7 4.0 21.2 9.1 9.2 14.4
電気・ガス・熱供給・水
道業

100.0 76.2 22.8 40.4 13.9 5.6 7.7 44.1 9.9 15.7 5.9 6.2 23.8

情報通信業 100.0 78.2 46.9 42.2 14.9 5.4 3.0 30.6 4.0 2.8 12.3 3.7 21.8

運輸業，郵便業 100.0 83.0 22.0 42.6 11.7 8.9 8.5 41.3 6.8 16.5 12.3 11.3 17.0

卸売業，小売業 100.0 80.2 39.5 45.3 14.8 9.9 5.2 29.1 3.1 15.2 8.8 9.0 19.8

金融業，保険業 100.0 77.0 37.6 43.6 16.7 14.7 10.3 22.8 3.6 - 6.0 5.3 23.0

不動産業，物品賃貸業 100.0 78.5 36.8 43.0 20.6 8.4 7.6 30.4 6.0 8.4 15.5 6.7 21.5
学術研究，専門・技術
サービス業

100.0 84.0 31.8 51.2 16.6 8.8 8.6 34.4 4.4 8.1 13.1 4.7 16.0

宿泊業，飲食サービス業 100.0 79.6 43.0 51.8 16.3 2.3 5.4 27.6 3.7 3.2 10.3 7.9 20.4
生活関連サービス業，娯
楽業

100.0 79.1 34.9 53.1 15.8 6.9 8.2 30.5 5.4 4.2 9.2 6.9 20.9

教育，学習支援業 100.0 73.4 42.8 41.9 11.1 1.8 2.7 24.1 2.1 2.1 6.3 4.5 26.6

医療，福祉 100.0 80.3 28.8 62.1 18.6 4.0 3.2 28.0 2.0 2.6 8.5 6.3 19.3

複合サービス事業 *100.0 *100.0 - - - - - *100.0 - - - *100.0 -

サービス業（他に分類され
ないもの）

100.0 78.5 23.8 34.6 11.0 9.6 6.0 28.3 4.4 16.6 7.6 12.0 21.5

女性の活躍を推進する上での問題点別企業割合(企業規模30人以上)

　女性の活躍を推進する上での問題点として、重量物の取り扱いや危険有害業務についての法制上の制約（就業制限）を上
げる企業は、製造業、建設業、運輸業等に多い。

企業計 特になし

女性の活躍を推進する上での問題点(M.A.)

問題点
が

ある

資料出所：「女性雇用管理基本調査（H15，18)」、「雇用均等基本調査（H21）」（いずれも厚生労働省）
注 ： 調査対象は、日本標準産業分類の大分類から農業・林業、漁業、公務、分類不能を除く業種とし、労働者10人以上の企業から抽出
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